
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 220 号

令和５年１1 月１５日 

イラスト著作権 ／ がくげい  

発行：日田市上津江公民館    

〒877-0311 大分県日田市上津江町 2710 

TEL 0973-55-2043 FAX 0973-55-2728 

 メールアドレス：k-tsue-k@hita-net.jp 

ホームページ：http://www.hita-k.org/kamitsue/ 

     ☆上津江の話題はホームページから！☆ 

お正月を美しく彩る、恒例の
『フラワーアレンジメント教
室』を今年も以下の日程で開催
します。オープン講座ですので
女性セミナー登録者以外の方も
ご参加いただけます。 

ふるってご参加ください。 

◆日 時：１２月２６日（火曜日） 
午後２時００分～ 

◆場 所：上津江体育館 ２階 農事研修室 
◆講 師：後藤 淳二 先生（みづき生花店） 
◆参加費：３，５００円（当日集めます） 
◆定 員：２０人程度(女性セミナー登録者優先) 
◆申込み：★公民館までお申込みください。 
◆締切り：１２月１５日（金）まで 
◆持参物：花ばさみ・持ち帰り用の箱(カゴ)など 

～ 「女性セミナー」オープン講座 ～ 

♪１０月２９日に開催されました『第１９回上津江公民館フェスティバル』♪ 

♪最後は三味線愛好会の皆さんのお囃子と民謡教室の皆さんの唄声に合わせて『どっこいせ節』を踊ります♪ 

♪【２面・３面】は公民館フェスティバルに出演された皆さんの写真を掲載しています♪ 

延期していました２回目の料理教室を以下の日程
で開催します。食推協上津江支部の皆様を講師に
健康で美味しい料理をいっしょに作りましょう。 

多くの皆様のご参加お待ちしています。 

 
◆日 時：１１月２７日（月曜日） 

午後２時００分～ 
 

◆場 所：上津江体育館 調理室 
◆定 員：１０人程度（先着順） 
◆参加費：５００円（材料代） 
◆申込み：★公民館までお申込みください。 
◆締切り：１１月２４日（金）まで 

昨年度の作品 

●鮭ときのこの包み蒸し 

●きのこのおろし和え 

●あられ豆腐のすまし汁 

●さつまいもようかん 

…など 
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１０月２９日（日）『第１９回 上津江公民館フェスティバル』が上津江体育館
において開催されました。 

舞台発表では、上津江公民館自主学習教室の教室生の皆さんの他、一般参加者
も加わり多彩な内容となりました。 

また、『上津江村の歌（村歌）』の会場全員での合唱や『どっこいせ節』の総踊
りもコロナ禍で中止していましたが５年ぶりに復活‼ 
 多くの皆様にご参加、ご来場していただきました。 

心より御礼申し上げます。 

上津江公民館フェスティバル実行委員会  

多くの皆様のご来場ありがとうございました！！ 

司会は今年も 

宮木郁夫会長！ 

玄関ロビーに展示した作品や写真は１１月２３日の産業文化祭まで引き続き展示しています 
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皆さまの川柳作品の投稿をお待ちしています！ 

12/12 までにお送りいただいた作品は次号に掲載いたします。①作品、②作品についての簡単なコメン

ト（説明）、③氏名、④住所、⑤電話番号を明記して公民館までお送りください 
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上津江公民館これからの予定 

11/23 第 18 回 上津江産業文化祭 

11/27 料理教室 

12/ 2 津江っ子チャレンジクラブ 

12/ 5 学校支援（津江小中学校防災講座） 

12/15 上津江人権講演会 
 

※ 今月号は公民館フェスティバルの特集と 

なりましたので、掲載できませんでした 

その他の公民館事業につきましては 

次回の公民館だよりに掲載します。 

～ 横断歩道手前での一時停止 ～ 
上津江駐在所より 

現在、全国警察では、交通死亡・重傷事故率の高い横断歩
道付近での車両と歩行者の交通事故を抑止する活動が重
点として展開されています。 

その中で、信号機のない横断歩道における車両の一時停
止率を全県ごとに調査して、交通指導取締りや広報等に活
用しているところです。 

そこで、令和５年の現段階において JAF が調査した全国
の横断歩道手前での一時停止率を紹介します。 
 【全国平均】 ４５．１％ 
 【大分県の一時停止率】 ３１．１％ 
 【隣の県の一時停止率】福岡県５８．１％ 熊本県６６．１％ 
 【全国トップ３】第１位 長野県 ８４．４％  

第２位 石川県 ７６．４％ 
第３位 栃木県 ７４．８％ 

以上のように、大分県においては停止率が全国平均を下回
る現状となっています。 
 これから年末にかけて日常生活が慌ただしくなり、運転時
に注意力が薄れがちになります。横断歩道の手前では一旦
減速し、歩行者がいないか確認。歩行者を見かければ停止
する運転を心がけてください。 
  また、夕暮れ時の早めのヘッドライト点灯も忘れずに！ 


